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ホ 直腸脱合併骨盤臓器脱とレク トシールに対す

るTVM手術の有用性

今川 健久･田畑 敏

市立砺波総合病院大腸肛門科

従来われわれは,直腸脱に膳耽脱や子宮脱,す

なわちPOPを合併 した症例に対 し,まず当村で

直腸脱手術を行い,その後泌尿器科や婦人科に紹

介していた.当院では2006年折目二女性骨盤底

再建センタ-を設立 し,2006年 ま0月からTVM

的に行い良好な成績を得ている.また有症状のレ

ク トシールには経鰹的レク トシ-ル手術,すなわ

ち腔後壁補強手術を行ってきたが,その術後成績

は満足できるものではなかった.これにもlVM -

P手術が有効で術後の満足度は良好である.女性

の直腸脱には直腸肝門のみならず骨盤全体の異常

を合併 している可能性があり,泌尿器科または婦

人科と連携 していくことによりわれわれ肝門外科

医も女性骨盤底機能の改善に露献できると考えて

いる,今回,当センタ-で行っているTVM 手術

について提示紹介する予定である.
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